生涯学習推進のための住民アンケート概要

【調査の目的】

　久御山町では「学び合うまちづくり　高め合う人づくり」を目標に、世代を超えて参加できる生涯学習活動の支援を推進している。本調査は、生涯学習活動の活性化を町全体でより一層推進するため、住民を対象に、今後の生涯学習に対する意識や生涯学習のまちづくりに関する意見等を調査し、「第２次久御山町生涯学習推進計画」の策定に資することを目的として実施した（調査時期：平成24年11月）。

　１．住民意識調査（P１～４）

【回収結果】

　　　　　発送数　　　　　　　1,000件

　　　　　有効回収数　　　　　　314件

　　　　　有効回収率　　　　　　31.4％

　２．事業所意識調査（P５～７）

【回収結果】

　　　　　発送数　　　　　　　　250件

　　　　　有効回収数　　　　　　114件

　　　　　有効回収率　　　　　　45.6％

生涯学習推進のための住民意識調査結果概要

○　回収結果

　発送数：1,000件　　有効回収数：314件　　有効回収率：31.4％

○　調査結果

◆　回答者の属性について

　１　性　別

　　男性：35.7％　　　　女性：58.2％

　２　年　齢

　　19歳以下：1.9％　　 20歳代：9.9％　　 30歳代：10.5％

　　40歳代：11.8％　　　50歳代：22.3％　　60歳代：24.2％

　　70歳以上：18.5％

　３　職　業

　　無職の割合が22％と最も高い。

◆　生涯学習について

　１　認知状況

　　認知度は85％と高くなっている。

　２　イメージ

　　「生活を楽しみ心を豊かにする」、「生涯を通じて学ぶこと」というイメージが共に58％を越えている。全体的に見ても、「教養を高める」や「生きがいを充実させる」ことなど、学ぶということが主眼に置かれているが、男性よりも女性の方が、その意識が強い傾向にある。年齢別にみると若年層ほど「生涯を通じて学ぶこと」という通期的なイメージがあるが、年齢があがるほど「趣味・教養を高めること」という自分のスキルアップのイメージがある傾向である。

◆　生涯学習活動について

　１　活動分野

　　現在６割程度が何らかの活動をしている男女別にみると、男性は「スポーツ・アウトドア」や「インターネット」などの割合が高く、女性は「趣味」や「子育て」などの割合が高い。前回と比較すると全体的に何かしらの活動をしている割合が増えている。

　２　活動方法

　　活動方法については、「個人」が46％と「グループ」の42.9％を上回っている。しかし、男女別にみると男性は「個人」が高いが、女性は「グループ」で活動している傾向にある。

　３　活動目的

　　活動については「趣味を楽しむため」「健康増進のため」の割合が高く男女別にみると、男性が「健康増進のため」女性が「趣味を楽しむため」に活動をしている傾向にある。

　４　活動頻度

　　活動頻度は週に１回以上が全体の過半数の53.8%となっている。男女別にみると、男性の方が女性よりも活動頻度が高い。年齢別にみると、年齢が高くなればなるほど活動頻度が高い。

　５　主な活動時間帯

　　主な活動時間帯については、「平日の午後」が37.0％と最も高く、次いで「平日の午前」が34.9％となっており、休日よりも平日に活動している割合が高い。しかし、年齢別にみると、男性は「休日」女性は「平日」に活動している割合が高い。

　６　活動場所

　　１町内、２町内外、３町外の順となっている。性別で見ると、男性は町外、女性は町内で活動している傾向にある。前回と比較すると、主に町内で活動している割合が増えた。

　７　町内の活動場所

　　「自宅・知人宅」が39.8％と最も高く、次いで「ふれあい交流館ゆうホール「中央公民館」となっている。前回と比較すると、若干ではあるが、「自宅・知人宅」を活動場所としている割合が増えた。

　８　取組に対する生きがい

　　生涯学習の取り組みに対する生きがいについては、何かしら「感じている」割合が８割を超えている。

　９　取り組んでいない理由

　　生涯学習に取り組んでいない理由として、「忙しくて時間が取れないから」の割合が40.2％と最も高く、次いで「取り組むきっかけがないから」35.2％となっている。

　　年齢別にみると特に30歳代で「忙しくて時間が取れないから」「お金がかかるから」などの割合が高いことに比べ、70歳以上では「仲間がいないから」の割合が高くなっている。

◆　久御山町で実施している生涯学習について

　１　中央公民館等の活動への参加状況

　　参加状況を見てみると４割が参加経験者であるが、「参加したことはない」「開催していることを知らない」の割合が合わせて57.3%となっている。

　２　活動内容に対する評価

　　活動内容に対する評価については、「満足している」が54.0％と最も高いが、性別で見ると男性は「質の向上」を求める割合が高く、女性は「会場までの交通の便を良くしてほしい」との要望がある。

　３　活動に参加しない理由

　　活動に参加しない主な理由は、「日時が合わない」の割合が42.6％と最も高く、次いで「関心がない」「内容がおもしろくない」の順になっている。

　４　生涯学習に関する情報入手法

　　生涯学習に関する情報入手法については、「広報くみやま」の割合が72.6％と突出して最も高い。

◆　今後の生涯学習について

　１　今後取り組みたい生涯学習活動分野について

　　今後、取り組みたい生涯学習活動分野については「趣味活動」の割合が50.6％と最も高い。年齢別にみると、若い世代は「趣味活動」などの個人的分野の割合が高いが、70代以上になると「安心・安全なくらし」や「まちづくり・行財政」など地域活性化に貢献したいと考える割合が高い。

　２　今後取り組みたい活動方法

　　今後、取り組みたい活動方法については、「久御山町文化スポーツ事業団が行う講座・教室への参加」の割合が45.5％と最も高く、次いで「グループや友人たちと活動」するという順になっている。

　３　今後活動したい主な時間帯

　　今後活動したい主な時間帯は、「平日の午前」ついで「平日の午後」と平日参加の割合が高いが、性別で見ると女性が平日の参加を望んでいる傾向にある。

　４　今後、必要と思う情報

　　今後、必要と思う情報については、「町や久御山文化スポーツ事業団が行う講座・教室の開催の情報」が最も高く、次いで「民間団体が行う講座・教室開催の情報」となっており、何かしら開催の情報が必要と感じている割合が高い。

　５　生涯学習活動を充実させるために必要なこと

　　生涯学習活動を充実させるために必要なことについては「生涯学習についての広報や情報の充実」の割合が最も高く、次いで「講座・教室の内容の充実」となっている。

　６　生涯学習活動への参加・協力意向

　　生涯学習活動への参加・協力意向については、36.0％が『参加・協力意向』を示した一方『不参加』傾向にある回答が53.9%を占めている

　７　参加・協力できる内容

　　参加・協力できる内容については「サークル活動の企画や運営」の割合が35.4％と最も高く、次いで「文化祭や運動会・行事などの企画や運営」となっている。

　８　参加・協力が可能な分野

　　参加・協力が可能な分野については「趣味活動」の割合が44.2％と最も高く、次いで「スポーツ・アウトドア」となっている。

　　性別で見ると男性は「スポーツ・アウトドア」「安心・安全なくらし」が高く、女性は「趣味活動」「健康・福祉」「子育て」が男性を大きく上回っている。

◆　スポーツ活動について

　１　運動やスポーツの取り組み状況

　　運動やスポーツの取り組み状況については「現在している」の割合が31.5％、「現在はしていないが今後していきたい」が43.3％と運動やスポーツに興味のある人の割合が高い。

　２　運動やスポーツに取り組む主な理由

　　運動やスポーツに取り組む主な理由については、「健康・体力づくりのため」が87.7％と最も高く、次いで「ストレス解消のため」「趣味として楽しむため」となっている。

　　性別で見ると男性は女性に比べ「趣味として楽しむため」「体を動かすことが好きだから」などの割合が高く、女性は「ストレス解消のため」「健康・体力づくりのため」などで男性を上回っている。

　３　スポーツ活動の充実に必要と思う取り組み

　　スポーツ活動の充実に必要と思う取り組みについては、「健康・体力づくり講座の充実」の割合が46.8％と最も高く、次いで「運動・スポーツ施設の増設・整備」となり、スポーツ活動を行う環境面が必要な取り組みと感じている傾向にある。

◆　青少年育成について

　１　青少年の教育について問題と思うこと

　　青少年の教育について思うことについては、「過保護や過剰に甘やかす親が多くなった」の割合が58.3％最も高く、次いで「家庭の教育力の低下」、「個人主義の風潮」となっている。「特に問題と感じない」の割合が0.6％であることから、大半が何かしらの問題を意識しているとみられる。

　２　今後の青少年育成教育に必要と思う取り組み

　　今後の青少年教育に必要と思う取り組みについては「学校、家庭、地域との連携」の割合が74.5％と突出して最も高く、次いで「各種体験活動の実施」「異世代間の交流事業」「人材育成」の順となっている。

◆　歴史や伝統行事、文化財について

　１　久御山町の歴史や伝統等の伝承に必要と思う取り組み

　　久御山町の歴史や伝統等の伝承に必要と思う取り組みについては、「歴史や文化財、伝統行事などについて、若い世代に伝える機会の充実」の割合が54.5％と最も高く、次いで「歴史や文化財、伝統行事などについて学べる場の充実」伝統行事に参加できる機会の充実」の順となっている。
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○　回収結果

　発送数：250件　　有効回収数：114件　　有効回収率：45.6％

○　調査結果

◆　事業所形態

　１　事業所の形態

　　「単独事業所」の割合が51.8％と過半数を占め最も高く、次いで「本社・本店」及び「支社・支店・営業所・工場」が同割合（各23.7％）で続いている。
　２　社員・従業員数

　　社員・従業員数※は、「10人未満」の割合が35.1％と最も高く、次いで「10～19人」（19.3％）、「20～29人」（14.9％）の順となっており、『99人以下（100人未満）合計』で全体の９割近く（88.6％）を占めている。

　３　パート等の割合

　　社員・従業員のうち、パート・アルバイト・派遣社員等の割合については、「10％以下」の割合が55.3％と過半数を占め最も高く、次いで「30％以下」（28.9％）が続いている。これら『30％以下（合計）』で全体の８割以上（84.2％）を占めている。

　４　社員・従業員の居住地

　　社員・従業員の居住地については、「ほとんどが久御山町外に居住」の割合が61.4％と最も高く、次いで「３分の１程度が久御山町内に居住」（14.9％）、「約半数が久御山町内に居住」（8.8％）の順となっている。

　５　社員・従業員の平均年齢

　　社員・従業員の平均年齢については、「40歳代」の割合が55.3％と過半数を占め最も高く、次いで「30歳代」（21.9％）、「50歳代」（14.9％）の順となっており、これら『30～50歳代（合計）』で全体の92.1％と大半を占めている。

　６　社員・従業員の男女比

　　社員・従業員の男女比については、「男性の割合が多い」の割合が82.5％と主流となっている。

◆　事業所内の生涯学習活動について

　１　クラブやサークル活動の現状について

　　クラブやサークル活動の現状については、「特に活動は行われていない」の割合が87.7％と大半を占めるが、「自主的に行われている」が8.8％、「自主的運営と会社主催の両方」が3.5％、それぞれみられた。

　２　クラブやサークル活動の内容

　　クラブやサークル活動を行っている事業所（該当件数14件）における、その活動内容については、「スポーツ活動」が100.0％、「趣味活動」が21.4％、「地域活動」が7.1％となっている。

　３　活動頻度

　　会社が主催するクラブやサークル活動を行っている事業所（該当件数４件）における、活動頻度については、下表の通りとなっている。

　　該当件数が少ないため傾向値にとどめるが、④健康増進と交流促進のためのスポーツ活動を「年に数回程度」行っている事業所など、全体的に「年に数回程度」が比較的多くみられる。

　４　主な活動場所

　　クラブやサークル活動を行っている事業所（該当件数14件）における、その活動場所については、「その他の公共施設」の割合が50.0％と最も高く、以下「社内の施設」「久御山町の公共施設」「民間施設や教育機関」（各35.7％）となっている。

　５　社員・従業員への活動支援

　　社員・従業員への活動支援は、「特に支援はしていない」の割合が66.7％を占めていることから、およそ３割程度の事業所で何らかの支援が行われているとみられる。活動支援については「生涯学習活動の成果に対する報奨制度の導入」が14.0％、「生涯学習活動に関連する情報の提供」「生涯学習活動に必要な金銭的な支援」がそれぞれ13.2％などとなっている。

◆　久御山町で実施している生涯学習事業について
　１　中央公民館等の活動について

　　中央公民館等の活動利用経験については、「利用したことはない」が85.1％を占めるが、「利用している」が6.1％、「利用したことはあるが、今は利用していない」が8.8％みられ、合計14.9％の事業所が利用経験を示した。

　２　活動内容に対する評価

　　活動内容に対する評価については、「満足している」の割合が64.7％と最も高くなっている。要望としては「開催日時をもっと工夫してほしい」「会場までの交通が不便」（各11.8％）などがあがっている。

　３　町の活動を利用しない主な理由

　　町の活動を利用しない主な理由については、「社員・従業員の多くが久御山町の住民ではないから」の割合が51.4％と最も高く、次いで「町の生涯学習活動についてよく知らないから」が47.7％で続いている。以下「社内活動で十分だから」（8.4％）、「利用したい内容がないから」（6.5％）の順となっている。

　４　利用している町の広報

　　利用している町の広報については、「特にない」の割合が55.3％と最も高くなっているが、利用している広報としては「広報くみやま」が42.1％と突出して最も高くなっている。

◆　今後の生涯学習活動について

　１　生涯学習活動の活性化に必要と思う情報

　　生涯学習活動の活性化に必要と思う情報については、「特にない」の割合が39.5％と最も高いが、必要と思う情報としては「業界団体が行う研修や行事の情報」が35.1％と最も高く、ほぼ並んで「地元のイベント・行事の情報」が34.2％で続いている。以下「久御山町文化スポーツ事業団が行う講座・教室開催の情報」（21.1％）、「民間団体が行う講座・教室開催の情報」（18.4％）の順となっている。

　２　社員・従業員に必要と思う生涯学習活動分野

　　社員・従業員に必要と思う生涯学習活動分野については、「パソコンやＩＴなどの情報通信の分野」の割合が32.5％と最も高く、次いで「安心・安全の分野」（27.2％）、「経済や経営、業務技術やマネジメントなどの分野」（23.7％）、「健康・福祉の分野」「地域づくり・まちづくりの分野」（各19.3％）の順となっている。

　　また「特にない」が22.8％みられた。

　３　久御山町の生涯学習活動の充実に必要と思うこと

　　久御山町の生涯学習活動の充実に必要と思うことについては、「参加するきっかけとなるイベント・キャンペーン・啓発の充実」の割合が36.8％と最も高く、近い割合で「生涯学習についての広報や情報の充実」（35.1％）、「企業と久御山町が連携できるしくみづくり」（32.5％）が続いている。以下「講座・教室の内容の充実」（18.4％）、「施設の充実」（14.9％）の順となっている。

　　また「特にない」が21.9％みられた。

　４　生涯学習活動に可能な参加や協力

　　生涯学習活動に可能な参加や協力については、「特にない」が57.0％であることから、４割程度の事業所で何らかの参加や協力が可能とみられる。

　　その内容については「企業や団体との連携や調整」の割合が18.4％と最も高く、次いで「セミナーや生涯学習推進会議への参加と協力」が8.8％で続いている。以下「広報やＰＲの推進」（7.0％）、「サークル活動の企画や運営」「文化祭や運動会・行事などの企画や運営」「新たなイベントや行事の企画・運営」（各6.1％）の順となっている。
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